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TLC出力① 力を抑えて
　 つかむ

② 5秒つかむ ③ 力を抑えたまま
　 少し離す

④ 高速でスタート
　 位置に戻る

一定時間ワークを把持したい

従来の問題点

一定の時間ワークを把持するシーケンスを組みたい。
またワークが壊れやすいので、勢いよく掴んだり、放したりすると破損してしまう。

解決 KEYWORD  イベントジャンプ機能・イベントトリガカウント

解決策 把持時間を設定し、把持した力と同じ力で放す

課 題 5秒間把持して、丁寧にワークを放したい

動作イメージ

タイミングチャート

試験管

設定した把持力の上限に達したときに出力されるTLC信号を把持したトリガとし
て、次の運転データへ移行させます。
またイベントカウントを使うことで、次の運転データ移行までの時間を設定でき
ます。
これによりワークをつかんだことを確認したあと、把持力を強め、設定した時間
の間把持できます。
また放す際に、低い把持力の運転データを設定することでワークへの衝撃を抑
えることもできます。
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サポートソフトMEXE02の設定例

運転データNo.0を実行
入力信号:D-SEL0をON

START

END

内部信号

運転データNo.0

②5秒間つかむ

③運転データNo.1

④運転データNo.2

TLC信号がONしたら
5秒間つかむ

-0.1mm戻る＊

ON

運転電流：20％

運転電流：20％

運転電流：100％

OFF

＊スタート位置に戻る際に
　衝撃でワークを壊さないため

スタート位置に戻る

① 運転データ

…①

…③
…④

② 運転I/Oイベント

③ Direct-IN　機能選択(DIN)

…②

④ Direct-OUT　機能選択(DOUT)


